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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第68期
第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 12,768,653 12,857,224 21,676,543

経常利益 （千円） 551,419 527,365 1,649,605

四半期（当期）純利益 （千円） 334,330 352,837 1,157,842

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 876,057 1,080,881 1,574,792

純資産額 （千円） 17,245,617 19,081,795 17,833,047

総資産額 （千円） 35,496,953 36,754,397 36,547,985

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 18.76 19.80 64.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 38.5 41.9 39.0
 

 

回次
第68期
第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.32 11.59
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国の雇用改善や景気拡大が継続する一方、欧州は長期化する

債務問題の再燃が懸念され、また中国をはじめとした新興国の経済成長の減速などとともに、ウクライナ問題や中

東などの産油国経済の混乱も加わり世界経済の先行きはますます不透明感を増してきました。

一方で、わが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に、企業収益や雇用情勢の改善傾向が見ら

れる一方で、急激な円安による原材料価格等の上昇に加えて、消費税増税の駆け込み需要反動の長期化などから設

備投資や個人消費が停滞するなど、依然として企業を取り巻く環境は先行き不透明な厳しい経営環境で推移しまし

た。

このような状況のもと、当社グループは受注の獲得と拡大に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は128億57百万円（前年同期比0.7％増）となりました。営

業利益は２億68百万円（前年同期比45.9％増）、経常利益は５億27百万円（前年同期比4.4％減）、四半期純利益は

３億52百万円（前年同期比5.5％増）となりました。

 

セグメント別の業績の状況は、次のとおりであります。

［鉄道信号関連事業］

鉄道信号関連事業については、ＡＴＣ（自動列車制御装置）等のシステム製品及び軌道回路・踏切装置などの

フィールド製品は減少しましたが、運行管理システム・電子連動装置等のシステム製品及び踏切障害物検知装置・

集中監視装置・ＡＴＳ地上子等のフィールド製品が増加し、売上高は115億84百万円（前年同期比2.7％増）、セグ

メント利益は９億43百万円（前年同期比8.4％増）となりました。

［産業用機器関連事業］

産業用機器関連事業については、非接触ＩＤシステム・金型等は増加しましたが、可塑成形・エネルギー監視シ

ステム等が減少し、売上高は９億91百万円（前年同期比18.5％減）、セグメント損失は29百万円（前年同期はセグ

メント損失１百万円）となりました。

［不動産関連事業］

不動産関連事業については、売上高は２億81百万円（前年同期比1.4％増）、セグメント利益は１億41百万円（前

年同期比2.2％増）となりました。
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(2)  財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億６百万円増加し、367億54百万円と

なりました。これは、受取手形及び売掛金が33億66百万円減少しましたが、たな卸資産が27億30百万円、投資有価

証券が10億30百万円それぞれ増加したことなどによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ10億42百万円減少し、176億72百万円とな

りました。これは、長期借入金が５億33百万円、未払法人税等が２億82百万円それぞれ減少したことなどによるも

のです。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ12億48百万円増加し、190億81百万円と

なりました。これは、その他有価証券評価差額金が５億87百万円、利益剰余金が５億40百万円増加したことなどに

よるものです。

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は５億82百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数　(株)

普通株式 30,000,000

合計 30,000,000
 

 

②　【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数 (株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数 (株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,018,000 18,018,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　1,000株

合計 18,018,000 18,018,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 － 18,018,000 － 1,500,039 － 1,233,716
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である平成26年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

①　【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数 1,000株
普通株式 203,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,552,000 17,552 同上

単元未満株式 普通株式 263,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数  18,018,000 － －

総株主の議決権 － 17,552 －
 

　(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式506株が含まれております。

 

②　【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

大同信号株式会社
東京都港区新橋六丁目

17番19号
203,000 － 203,000 1.1

合計  203,000 － 203,000 1.1
 

 

 
 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,571,103 4,617,953

  受取手形及び売掛金 7,712,728 ※  4,345,787

  商品及び製品 2,461,577 2,853,573

  仕掛品 4,012,410 6,329,504

  原材料及び貯蔵品 2,257,169 2,279,037

  その他 824,020 777,816

  貸倒引当金 △5,844 △4,668

  流動資産合計 21,833,165 21,199,004

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 6,431,327 6,431,327

   その他（純額） 3,051,617 2,940,830

   有形固定資産合計 9,482,944 9,372,157

  無形固定資産 177,810 144,970

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,536,054 5,566,695

   その他 520,509 474,069

   貸倒引当金 △2,500 △2,500

   投資その他の資産合計 5,054,064 6,038,265

  固定資産合計 14,714,819 15,555,392

 資産合計 36,547,985 36,754,397

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,998,977 ※  4,624,838

  短期借入金 3,754,200 3,700,250

  未払法人税等 327,241 45,100

  賞与引当金 767,663 314,007

  役員賞与引当金 31,630 21,598

  製品補修引当金 302,896 267,571

  受注損失引当金 12,766 12,766

  その他 1,459,955 1,282,915

  流動負債合計 10,655,331 10,269,048

 固定負債   

  長期借入金 1,702,700 1,169,550

  役員退職慰労引当金 123,195 114,594

  製品補修引当金 230,000 230,000

  特別修繕引当金 90,000 101,250

  退職給付に係る負債 2,319,573 1,866,613

  その他 3,594,138 3,921,546

  固定負債合計 8,059,607 7,403,553

 負債合計 18,714,938 17,672,602
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,500,039 1,500,039

  資本剰余金 1,233,716 1,233,716

  利益剰余金 10,478,989 11,019,519

  自己株式 △55,588 △56,814

  株主資本合計 13,157,158 13,696,461

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,222,830 1,810,506

  退職給付に係る調整累計額 △110,852 △93,725

  その他の包括利益累計額合計 1,111,978 1,716,780

 少数株主持分 3,563,910 3,668,552

 純資産合計 17,833,047 19,081,795

負債純資産合計 36,547,985 36,754,397
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 12,768,653 12,857,224

売上原価 9,456,588 9,418,763

売上総利益 3,312,064 3,438,461

販売費及び一般管理費 3,127,994 3,169,853

営業利益 184,069 268,607

営業外収益   

 受取配当金 70,473 73,713

 負ののれん償却額 209,761 209,761

 出資金償還益 132,976 －

 雑収入 18,341 34,379

 営業外収益合計 431,553 317,855

営業外費用   

 支払利息 54,733 52,714

 雑損失 9,469 6,383

 営業外費用合計 64,203 59,098

経常利益 551,419 527,365

特別損失   

 固定資産除却損 21,629 50

 投資有価証券評価損 － 239

 特別損失合計 21,629 289

税金等調整前四半期純利益 529,790 527,075

法人税、住民税及び事業税 41,939 78,300

法人税等調整額 102,573 46,488

法人税等合計 144,513 124,788

少数株主損益調整前四半期純利益 385,276 402,287

少数株主利益 50,946 49,450

四半期純利益 334,330 352,837
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 385,276 402,287

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 490,780 661,467

 退職給付に係る調整額 － 17,126

 その他の包括利益合計 490,780 678,594

四半期包括利益 876,057 1,080,881

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 760,791 957,639

 少数株主に係る四半期包括利益 115,266 123,242
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

 

(会計方針の変更)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間につい

て従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が485,123千円減少し、利益剰余金が312,419

千円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 －千円 7,272千円

支払手形 －千円 407,923千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれん償却額は、次のとおりであり

ます。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

減価償却費 362,994千円 353,626千円

負ののれん償却額 209,761千円 209,761千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 124,763 ７ 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 124,726 ７ 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 11,274,638 1,216,641 277,372 12,768,653 － 12,768,653

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

33,861 349,365 5,926 389,152 △389,152 －

計 11,308,499 1,566,007 283,299 13,157,805 △389,152 12,768,653

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

870,964 △1,156 138,420 1,008,227 △824,158 184,069
 

(注) １　セグメント利益の調整額△824,158千円には、セグメント間取引消去△49,906千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△774,251千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 11,584,465 991,430 281,328 12,857,224 － 12,857,224

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

45,423 302,423 6,872 354,718 △354,718 －

計 11,629,888 1,293,853 288,200 13,211,943 △354,718 12,857,224

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

943,919 △29,924 141,431 1,055,426 △786,818 268,607
 

(注) １　セグメント利益の調整額△786,818千円には、セグメント間取引消去△7,517千円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△779,301千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２　報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益又はセグメント損失（△）に与える影響は軽微で

あります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 18.76円 19.80円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 334,330 352,837

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 334,330 352,837

普通株式の期中平均株式数(株) 17,821,605 17,815,841
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

 

 
 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年２月10日

大同信号株式会社

取締役会  御中

 

清　和　監　査　法　人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   川　田　増　三　　　　　印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   大　塚　貴　史　　　　　印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   戸　谷　英　之　　　   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同信号株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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